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と
底
接
間

_

^

駕
易
關
係
.を
有
す

る

に
於

^
は

'it
一
様
に
物

®
.滕
貴
す
る
に

k
.公
^
る
次
"第
に
じ
て
例
へ
ば
千
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
調 

一' 

淼
に
依
れ
ば
歐
洲
戰

#
關
始
當
時
に
比
し
昨
年
末
の
英
，國
物
债
は
約
八
锕
の
滕
貴
を
爲
し
た

.

る
こ
と
明
か
な

b

w i
,

ち
我
國
に
於
け
る
約
五
割
の
®,盤
に

f t

し
三
剡
方
餘

#

に
騰
食
し
た
る

.'
 

.

.

.

.

.

へ
 

を
見
る
可
く
、怫

1}
®l
伊

多
利，
、
■
西

is
の
諸

國
亦
殆
ん
ど
英

_

と

同
■

な

る

、
但

し

は

英

，
國

以

上

T:
.
.

'

■

の
騰
貴
を
來
し
左
る

®

f t
'

.

敢V
.

想
像
：
k

'

_か
ら

h
る

.
‘

所
な
る

.

0
み
な
ら
ず
、獅
逸
澳
地

'

利
#

の

r-- 

: 

. 

• 

'
.

: 

ま

國

侧

に

6
.て
他
四
而

.ょ
6
.
每
圆
せ
ら
れ
外

_

贸
；易
の
翁

^

^̂
^̂ 

る
關
係
上
#

資

一
.

供
給
：Q

不
足
は

#

合
：取
謝
國

i

同
日
の
轉
に

#

ず
挺

<

其
.物
僩
膨

#

は
ニ
.
»
:
甚
：.し
か
'.る
可
き
：

:
.
 

<

,

,
 

は

爆

れ

亦

想

'
像
^
馨
か
ら
ざ
る
所
な

\

11
1
ら
に
厨

.

外
中
：立
：

.

の
..地
隹

へ

、

.  

ふ
.

に合
衆

_

の如

.

.
§
.

は

^

戦
.

以來

:&
:

脚
.

の
.

物惯滕
救

>

」

觅
'

たる

.

乙と

.I

般

に

■.認
め

i
■る
，
、

所

に
し
て
..此
>他
：四
.班
牙
、端

»
、«

舰
ハ
諮
威
、
の1諸
國
及
ァ
ゲ
ぜ

ゾ

チ

V

ブ
ラ
ジ
，

V
智
刹
等
今

N
:

の
.
-®
、
 

#

P

始
以

.來
盛
に

.輸

.出
超
過

..を
吿
げ
ら
>あ
る
諸
、國
：は
孰
れ
，も

.
一

舣

に

：
.
物

擅
® ：
:貴
；を
來

.し
*
-- 

る
も
の
と

‘認
む
可

&
.

理
由
あ

6

。 

-

音

rl
l

令
て
之
を
見
れ
ば
今
呷
の
物
偾
騰
貴
た
る
や
實
に
世
界
典
通
.の
现
象
に
し
て
決
し 

て
我
邦
に
の
み
眼
ら
れ
た
る
特
鍊
の
现
象

it
非
ら

^

る
哥
を
知
る
可
し
、而

"し
て
其
騰
貴
の

M
 

因
は
戰
项
其
物
に
し
て
聯
八

"

®

及
.
び
同
监
侧
を
合
し
て
約
一
一
一
千
萬
人
の
肚
了
は
生
產
界
ょ

>
9 

H
F

&

去
ら
れ
て
不
生
產
極

^

る
戰
圆
行
爲
に
從
事
し
つ
、
あ
る
が
故

.5
1

生
產
の
一
耍
素
た
る 

土
地
の
少
な
か
ら
ざ
る
而
猕
が
矣
锁
の
爲

.め
典
生
產
力
を
封
：せ
ら
れ

^

る
が

.爲
め
、世
界
の
物 

资
は
夫
れ
だ
け
其
逄
额
を
狨
少
す
る
に
ギ

6

た
る

.：.や
#

：ふ

可

ら

ず
。

' 加
ふ
る
、に
從
來
一
般
：货 

物
の
生

.産
に
從
事
し
た
り
し
エ
場
及
；び

f

働
#

の
如
き

.も
®

か
に
第
猶

#

の製
..

|似
じ
從
第
せ 

ざ
る
可

^

a
る
に
至

6
-
し
ょ

-
^
之
亦
大
に
一
雜

«

物
の
孝
额
を
ま
少
，せ

-
し
め

‘た
る
；や
；#

を
^
 

れ
ず
。
斯
く
て
ニ
般
貨
物
の
供
給
不
足
が
埤
界
を
雖
じ
て

0

物
.偾
騰
後

0

丰
阁
友
る
.や
梦
ふ 

囔
で
も
な
き
所
な
纟
、伲
し

*

れ
以
外
に
倘
ほ
屮
立
國
に
於
て
は
物
偾
騰
奴
を
促
し
た
る
，

：
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W

あ
と
を
は
他
な
し

®

货
の
膨
脲
即
ち
之
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し
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等
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を
供

^

し
た
る

51
結
«

輸
出
超
過

1

來
し
正

.貨
の
流
入
を
促
し
、爲
、め
に
其
國
の

^

«

を
.膨
 

脹
せ
し
め
た
る
こ
と
論
を
俟

*

ず
、而
し
て

a

貨
の
數
蹵
の
み
，が
物
偾
高
低
の
喷
一
の

.原
_
に 

非
ら
ざ
る
ミ
と

_

&

な
办
と
雖
も
少
く
と
も
通

«

:0
.數
錄
增
加
：が
'物
貴

)|
|

貴
の

」

M

0

を
構 

成
す
る
は

#

ふ
可
ら
ざ
る
所
な

6

、斯
く
て
合
衆

®

及
.び
我

_

资
を
供
給
し
左

.る
？
、又
戰

#

開
始
前
歐
洲
諸
國
ょ
办
貨
物
の
供
給
：

.を

.受
け
^
り
し
諸
國
へ
の 

•
代
用
的
輸
出
に
依

6

て
頓
み

.に
輸
出
貨

#

の
需

¥

を

增

し

、爲

，め

に

是

等

貨

物

の

價
'格
を
騰
：
”貴

. 

せ
し
め
た
る
の
み
な
ら
ず
ニ

 

.面
に
於
て
は
輸
出
の
清
加
は

m

货
，の
膨
腺
を
來
し
之
に
幽
&

て 

更
ら
に
典
物
偾
を
騰
贵
せ
し
む
る
に
至
ぅ
し
や
論
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俟
た
ざ
る
所
な
ト
？
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娘
し

y

#
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此
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®

の
騰
貴
を
抑
制
せ
ん
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務
む
る
の
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し
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業
に
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ら

h
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知
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ざ
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可
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ず
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洲
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戰
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N
J
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の
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偾
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之
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本
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防
止
せ
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欲
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ば
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洲
戰
爭

0

終
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待
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外

な
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を
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る
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し
、如
何
に
我
政
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潘
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內
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の
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落
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穴
れ
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蟠
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摩
に
お
ふ
が
如
け
ん

0

み
®

ち
苟
く
も
政
府
が
全
國

.iv
#

b

v

外
國
資
為
を
嚴
_
す 

る
乙
と

.德

.J
I
I三
西
年
の

®

國
時
代
の

如
；：

ぐ

な

さ

e

る
以
上
ば
戰

.帮
の
饑
續
す
る
陂

4

物
憤
膨

: 

.
.

.
.

.

 

-
 

.
.
.

 

..  

.

.

.

.

.

.

.

.

 

...
 

'
 

•
 

■
 

•
 

■
 

:

竹

の

趨

勢

は

奄

阻

止

せ

ら

；

>
z- 
i
非
ら
ざ
る
可

&

な

り
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な

れ

.

ば

荷

く
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名

湃

外

-«
易

の
fy
戶
開

放

.せ
ら

る
ゝ
間
は
我
_

の
貨
物
に
對
し
交
戰
國
は
勿
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.中
立
國
ょ

6

も
强
烈
な
る

®

要
を
漶
起
せ
ざ
れ
ば
此
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ざ

る
可

く
^

海
外
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»

喪
强
烈
な
る
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間
.
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地
の

%

價
は
卞
藤

す
る
の
现

*

な
け
れ
ば
な

K

然
れ
ど
も
今

B

に
於
て
外
國
贸
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磁
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し
震
條
令
を
黴
布

4
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か
免
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±'
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。
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然
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歐

»
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な
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耍
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原
因
を
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附
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沉
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る

#

r

K

貴
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政
府
の
政
策
.に

t

て
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ま
で
之

l

i l
:
す
る
は

f

し
も
不
可

f

急
云
ヾ
ふ
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#

t

即
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通
货
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.膨
服
よ
々
す
る
物
憤
儺

*

の
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勢
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當
な
る
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猶
節
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も
て
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描
度
ま
で
之
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抑
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す
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し
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跺
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憐

^
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^
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す
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し
た
る
其
金 

今
n

の
贸
爲
顺
調

5: 

乂
漫
纟
に
投
機
熱 

佻
に
龆
ら
し
ひ
る
と 

促

す
に
：生
る 

投
機
熟
の
抑 

が
試
み
*

る

0

*

を 

t

、從
.\

し 

视
政
府

も

の
/
' 

の
..釤
U
K 

の
#

®

ん
と

し過關 
とぎ，の 
云 ざ m

論

.

説

.

物

锻

高̂
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人
^
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.

類
の
大
部
分
は
や
身
米
雜
出 

M

特

す

る

の

策

と

も

«
•,
$

可 

の
勃
興
す
る

:1
1:ハ
結
果

0

K

J: 

冏
時
に
苻
怊
證
券
來
穀
等
の 

や
明
か
に
し
て
邦
極
端
に

^

制
の
如
き
亦
物
愤
騰
赍
防
北 

所
！i

金
融
調
節
な
る
も
の
は 

如
く
、政
府
は
兜
づ

一

僦
M

の
英
隞
侦
應
慕 

を
避
け
ん
と
欲
し
*
る
に
常
峙
投
機
に
熱
中
し
た
り 

に
好
況
な
り
し
と
云
ふ
に
狗
ら
ず
英
國
侦
の
應
慕
の 

せ
ざ
る
沿
榇
な
ぅ

^

0

ち
英
國
侦
凝
集
の
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表
あ
る 

兹
あ

6

た
る
に
拘
ら
ず
、阪
神
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方
に
获
&
て
は
僅
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り
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し
か
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政
府
當

M

漭
の
如

&

三
千
阑
圓
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誤

6
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ふ、然
も
赏
際
？

1:
|

海
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|
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應
黎
に
過
ぎ
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i
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を
知

鹰
勵
の
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I
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き
な

6
-
0

し
て
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ら
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I
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騰
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し
む
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法
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等
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|1
|
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:
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辨
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: .S
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將
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引
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て
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s r

る
や
疑
ふ
可 

目
的
を
速
せ 

«
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し
て
以
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し
阪
神
地
方
に 

如
き
は
殆
ん
ど

ら
し
め
、浮
难
輕 
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ー
般
物
愤
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避
け

ざ

る
可
ら 

ら
す
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衍
し
て 

ん
と
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し
^
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夫
れ
だ
け
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於
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濟
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を
.だ
に
與 
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忽
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數
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菸

る •る 三や 
や 可 W 來 
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|
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|

火
枭
餅
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爲
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L
な
る
％
の
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く
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調
節

^

は
俄

^

:1
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頭
舛
を
椋
げ
來
&
て
策 

M

の
莾
侦
應
癸
游

W

及
び
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那
漱
の

0

楽
等
に
今
後
鏡
々

K

金
•を
誘
沿
す
る
の
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針 

人
正
六
尔
度
に
漸
た
に

'流
入
す
可
へ

」

正
货
の
其
大
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分
は
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を
海
外
に
排
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し
*
る

な
る
旨
を
锻
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す
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に
龙
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た
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ざ
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漸
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な
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す
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府
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し
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府
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な
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